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学生の皆さんを対象に，より多くの発表の機会を提供することで，将来の学会及び電気設備業界を担う研究者
の育成を目指して，第 4回「学生研究発表会」が下記のとおり開催された。当日は，会場発表者（21 名），オン
ライン発表者（6名），聴講者（4名：オンライン聴講者含む）及び関係者（18 名：オンライン座長含む）を含み 49 名
の参加があった。
2023 年 1 月 12 日に開催された学生研究発表会準備委員会で優秀賞（4名）及び準優秀賞（9名）を選出した。

記
開 催 日：2022 年 12 月 26 日（月）
開催場所：八王子市学園都市センター　〒 192-0083　東京都八王子市旭町 9番 1号
発表会場：第 1セミナー室，第 3・4セミナー室
開 会 式：Ａ会場（第 1セミナー室）　　13：00～13：10
一般講演：Ａ会場（第 1セミナー室）　　13：15～16：45
　　　　　Ｂ会場（第 3・4セミナー室）13：15～17：00

優秀賞 4名

氏名 年齢 所属 資格 番号 表題

久我響暉 22 福岡工業大学 非 A-1 切断方法の異なる希土類系高温超伝導線材における臨界電流のねじり依存性

長谷川壮良 22 愛知工業大学 非 A-12 直流アーク発生時の電流特性の一考察

山地敬太 22 福岡工業大学 非 B-6 横方向磁束型固定子と 2種類のコイルを用いたBLDCモータの改善

安藤貴之 22 サレジオ工業高等
専門学校 准 B-11 太陽光発電と温度差発電を組み合わせた発電システムの発電特性

準優秀賞 9名

氏名 年齢 所属 資格 番号 表題

濵村航大 22 佐世保工業高等
専門学校 非 A-4 生体内がん治療に向けた大気圧低温プラズマ照射装置の研究開発

室賀洪太 20 サレジオ工業高等
専門学校 准 A-5 移動体を対象とした中継コイル方式非接触給電システムにおける連続走行時

特性

桜井堅斗 21 サレジオ工業高等
専門学校 准 A-8 IH クッキングヒータから発生する可聴域外騒音による脳波の変化

髙部航南 25 立命館大学 准 A-11 自動角度制御ブラインドを有する窓の光環境シミュレーションに関する研究
－ IES ファイル形式による配光データ作成の検討－

津田浩平 22 サレジオ工業高等
専門学校 准 B-2 交流電池に接続する倍電圧整流回路の改善案

荒巻匡洋 19 サレジオ工業高等
専門学校 准 B-4 疑似的な交流電池に対して交流直接充電を行った際の充放電特性

新井大貴 22 日本工業大学 非 B-7 銅シリンダのスリップリングシステムにおける二硫化モリブデンショット処
理の効果

加納侑弥 25 福岡工業大学 非 B-9 LPE 法によるBi置換YIGを用いたスピン熱電発電と強磁性共鳴特性について

荒井直也 19 サレジオ工業高等
専門学校 准 B-12 家庭用太陽光追尾システム構築のためのシステム作成

備考：年齢は発表時（2022 年 12 月 26 日）の年齢を示す。 計 13 名
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コモングラウンドリビングラボ

1.　はじめに

2021年 11月 26日㈮14時から大阪市北区の中西金
属工業㈱の敷地内にある「コモングラウンド・リビン
グラボ※以下CGLL」実験場の講演会と見学会とが開催
され，27名の方が参加された。今回は二部制で行われ，
まずはCGLLの場所をご提供いただいた中西金属工業
㈱執行役員人事部長でCGLLの運営委員長の和田様か
らご挨拶をいただいた後，第一部はコモングラウンドの
提唱者で東大生産研の特任教授，建築家の豊田様よりご
講演をいただき，CGLLの概要説明の後，第二部は実験
場の見学が行われた。

2.　講演「コモングラウンド」

豊田東大特任教授の講演
設計事務所を主宰しながら，コンピューテーショナ
ルデザインやデジタル技術を使い，設計の前段階から設
計や施工，運用段階までデータをつないで活用できない
か？に取り組んでいた。その後，2018年に万博の会場
計画に携わる機会があった。都市計画においては，建造
物だけでなくBIM（Building Information Modeling）等
のデジタルデータを含むプラットフォームも合わせてつ
くることが大事というコモングラウンドの考え方を，大
阪商工会議所の尾崎会頭に高く評価いただいた。大商様
の旗振りのもと勉強会を立ち上げ様々な企業にご参加い
ただいたことで，デジタルツイン実験場として2021年
7月，ここ中西金属工業㈱内にCGLLとして，Grand 
Openした。
コモングラウンドとは次世代のプラットフォームと
して，デジタルかフィジカルか明確に分けるのではなく，
その中間領域を介してつながることが基本的な重要概念

としている。またこうしたプラットフォームの普及を図
るには学術的な視点も含めた標準化も必要であり，産官
学連携の取組みとして，様々な企業，団体に参画してい
ただき，2020年からは大学の先生方にもアドバイザー
として参画いただいている。最近メタバースという言葉
がバズワードになっているが，まさにデジタル世界への
没入感が最大の特徴であり，またデジタル世界を介して
リモートコミュニケーションができるのも大きい。ただ，
ヘッドセットを外したときのリアル世界とのギャップが
大きく，その境界をシームレスにつなぐのがコモングラ
ウンドの概念といってよい（図-1）。
コモングラウンドという概念自体は京都大学の西田先
生が最初に提唱されたもので，会話が共通認識できる言
語を通じて成り立つように，ロボットが人と同じ空間認
識をもつことで共存できるようになる。
2021年のグッドデザイン大賞をとった日本橋のロボット
カフェは，遠隔地におられる身体の不自由な方がロボッ
トを介して動きや会話が日本橋のカフェのお客様と共有
できる。つまり，ロボットが動き易い環境を作ってあげ
るのが大事であり，例えば机や椅子等の障害物の情報を
どのように与え認識させて実現するか，また，ロボット
にどこまで権利・権限を与えるかも今後重要になってく

 講演会

写真-1　ロボット実験場での講演風景と豊田教授 図-1　コモングラウンドの概念（出典：経産省）
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